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⚫ JACCRO GC-11 （FirSTAR 試験） 

術後補助化学療法中または終了後早期に再発した HER2 陰性胃がんに対する CapeOX＋ニボ

ルマブ療法の有効性を検討する第 II 相臨床試験 

➢ 症例集積の遅延があります（52/92 例：2 月 16 日現在） 

➢ 試験参加の施設においては、術後補助化学療法として S-1 単剤あるいは S-1+docetaxel 投

与中の患者様がおられましたら、GC-11 試験を念頭に follow up をお願い致します 

 

⚫ JACCRO GC-12（C-SOLVE 試験） 

HER2 陰性・CLDN18.2 陽性の切除不能進行再発胃または食道胃接合部癌に対する

CAPEOX＋ゾルベツキシマブ療法を参照群とする SOX＋ゾルベツキシマブ療法の有用性を

検討するランダム化非比較第 II 相臨床試験 

➢ 2025 年 11 月に試験開始後、多くの登録を頂いています（23/140 例：2 月 16 日現在） 

➢ 付随研究 JACCRO GC-12AR への登録もお願いします 

  

JACCRO Newsletter 

Erbitux CRC Expert Webinar を開催します 

➢ 2025 年 2 月 25 日（火）18：30～19：40 

➢ ともに考えよう！大腸癌薬物療法〜DEEPER 試験と適切な 1st line 選択〜 

 司会：市川 度先生 

 演者：塩澤 学先生 

 演者：砂川 優先生 

➢ 事前登録が必要です 

 https://mbjwebinar.jp/seminar/view/366 

詳細はメルクバイオファーマ株式会社（Email: merck@vcube.co.jp）までお問い合わせください。 

https://mbjwebinar.jp/seminar/view/366
mailto:merck@vcube.co.jp


 

⚫ JACCRO GC-12AR 

「HER2 陰性・CLDN18.2 陽性の切除不能進行再発胃または食道胃接合部癌に対する

CAPEOX＋ゾルベツキシマブ療法を参照群とする SOX＋ゾルベツキシマブ療法の有用性を

検討するランダム化非比較第 II 相臨床試験」におけるバイオマーカー研究 

➢ 2025 年 11 月に試験開始後、多くの登録を頂いています（14/120 例：2 月 16 日現在） 

➢ 対象症例が切除不能胃癌の場合は、４コース開始前、治療終了時に内視鏡による検体採取

にご協力ください。CLDN18.2 に関する貴重な情報が得られる可能性があります。 

 

⚫ JACCRO CC-19 （FruBLOOM 試験） 

切除不能進行・再発大腸癌に対するフルキンチニブ単剤療法のバイオマーカー探索を含めた観

察研究 

➢ キックオフミーティングを 1 月 27 日に開催しましたが、試験薬剤の供給停止により登録

開始が遅れています。 

➢ 登録可能となった際は、再度、キックオフミーティングの開催を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本臨床腫瘍学会 2025 (2025.3.6-8 神戸) 

3 題採択されています。会場に足をお運び下さい 

 

➢ JACCRO CC-13（DEEPER）：OS final：砂川優先生：Presidential session 採択 

➢ JACCRO GC-07AR：佐藤弘樹先生： Mini-oral Session 採択（アンコール演題） 

➢ JACCRO CC-18（BEETS 試験）：古賀邦林先生：Mini-oral Session 採択（アンコール演題） 

 


